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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マフラハウジング（１、２）と、前記ハウジング内に取り付けられた触媒式コンバータ
要素（１３）とを一般に備え、出口ダクト（３０、３１）と、排気ガスが通過することが
意図された少なくとも一つの内側出口（４）とを有するマフラにおいて、
　前記出口ダクト（３０、３１）は、特に良好に冷却するように、前記内側出口（４）の
下流に配置され、かつ前記マフラハウジング（１、２）の外側に位置し、前記出口ダクト
は、前記ハウジングの外側と平行な第一方向（Ａ）に排気ガスを導くように配置された第
一部分（３０）と、本質的に反対の第二方向（Ｂ）に排気ガスを導くように配置された第
二部分（３１）とを備え、前記第一部分（３０）と前記第二部分（３１）は、本質的に等
しい大きさの断面積を有し、排気ガスを口部（３９）まで送ることを特徴とするマフラ。
【請求項２】
　前記出口ダクト（３０、３１）は前記マフラハウジング（２）の外壁と平行に配向され
ている請求項１に記載のマフラ。
【請求項３】
　前記ハウジング（２）から数えて前記第一部分（３０）の外側に前記第二部分（３１）
が位置する請求項２に記載のマフラ。
【請求項４】
　前記第一部分（３０）は、前記内側出口（４）に位置する端ゲーブル（３２）と、前記
出口（４）から一定距離に位置する穴（３３）とを有する第一の湾曲した延長バッフル（
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１７）からなり、前記第二部分（３１）は、前記穴（３３）に位置する端ゲーブル（３６
）と、前記第一バッフル（１７）に沿って位置する口部（３９）とを有する第二の湾曲し
たバッフル（１８）からなり、前記第二部分は、前記第一バッフル（１７）と前記第二バ
ッフル（１８）の間に形成された空間部（３１）からなる請求項３に記載のマフラ。
【請求項５】
　前記口部（３９）から解放された排気ガスが隆起部（３４）によって広げられるように
、前記隆起部（３４）が前記口部（３９）の外側に位置する前記第一バッフル（１７）上
に形成される請求項４に記載のマフラ。
【請求項６】
　前記出口ダクト（３０、３１）は、前記エンジンの前記気筒の方向に対して横断方向に
配向されている請求項１～５のいずれか１項に記載のマフラ。
【請求項７】
　火の粉止めスクリーン（１９）が前記マフラの内側出口（４）と前記出口ダクト（３０
、３１）の間に取り付けられている請求項１～６のいずれか１項に記載のマフラ。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
発明の属する技術分野
本発明は、マフラハウジングと、マフラハウジング内に取り付けられた触媒式コンバータ
要素とを一般に備えており、排気ガスを通過させることが意図されている少なくとも一つ
の内側出口を有するマフラに関する。
【０００２】
発明の背景
触媒式コンバータを用いて排気ガスを浄化することは、今日では、例えば、チェーンソー
や草刈機などの手持ちタイプの動力駆動式作業工具などの比較的に小さな内燃機関におい
てすら、より一般的になってきている。排気浄化装置の重量及び寸法に関する要求により
、気筒の排気ポートへ直接的に取り付けられている、いわゆる触媒式マフラの発展を導い
てきた。一般的な触媒式マフラは、入口と出口ポートを有する、シールされたハウジング
と、マフラから出る排気ガスを浄化するためにハウジング内に取り付けられた触媒要素と
を有する。さらに、国際公開公報第ＷＯ９６０２７４１号に参照されるように、マフラの
蓋を通して排気ガスを解放することが有利であることがしばしばある。
【０００３】
触媒変換を導入した結果、排気ガスの温度は、触媒式コンバータ内の反応により著しく上
昇する。その結果、コンパクトな形状の前述のタイプの触媒式マフラは、排気ガスが触媒
式コンバータを通過した後、比較的にすぐに排気ガスがマフラから出て、非常に熱い排気
ガスがマフラから解放される。さらに、マフラの板部は、触媒式コンバータ要素を比較的
にきつく閉じ込め、いわゆる「ホットスポット」、すなわち非常に高温になる触媒要素の
表面領域が、周囲の板部にまで広がりうるということが一般的である。新気、すなわち、
エンジンの周囲の酸素のリッチな空気が、非常に熱い排気ガス、又はこれらの「ホットス
ポット」と接触するようになり、炎が発生する危険がある。これは、特に、大量な可燃性
材料からなる火災の危険のある環境において操作される工具にこのタイプの比較的に小さ
なエンジンがしばしば使用されているので、火災の危険性が増大する。
【０００４】
火の粉によって発生する火災の危険を本質的になくすために、このタイプの触媒式マフラ
は、火の粉止めスクリーンを備えていることが多い。このように火の粉止めスクリーンを
備えることは米国の法律の要件である。満足な結果を得るためには、火の粉止めスクリー
ンは、微細な網状でなければならず、比較的に寿命が短くなる。しかしながら、このよう
な火の粉止めスクリーンは、炎を制限された程度のみしか消すことができない。
【０００５】
発明の目的
したがって、本発明の目的は、排気出口において燃える危険性を最小化するマフラを実現
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することである。
【０００６】
第二の目的は、排気ガスが新気に接触させられる前に、排気ガスの冷却性を改良するマフ
ラを実現することである。
【０００７】
発明の概要
本発明のこれら及び他の目的は、出口ダクトは、ハウジングの外側に関連して配置され、
出口ダクトは、ハウジングの外側と平行な第一方向に排気ガスを導くように配置された第
一部分と、反対の第二方向に排気ガスを導くように配置された第二部分とを備え、第一部
分と第二部分は、本質的に等しい大きさの断面積を有し、排気ガスを口部まで送る、最初
に記載したタイプのマフラにおいて実現される。本発明は、触媒式コンバータを備えたマ
フラに主に意図されている。しかしながら、他の理由で特に熱い排気ガスを発生させるエ
ンジンにも適用可能である。
【０００８】
この出口ダクトは、国際公開公報第ＷＯ９６０２７４１号に示されている、新気用のガイ
ド板のタイプと間違えられるべきでない。このガイド板は、マフラハウジングの完全に外
側に配置され、排気ガスを冷却して広げるために、新気を排気出口を通すようにガイドさ
れている。例え、ガイド板による排気ガスが１８０°方向を変更させられるとしても、排
気ガスが出口を通過して新気と接触した後、初めてこの方向は変更するであろう。
【０００９】
代わりに、本発明によれば、マフラの内側出口から口部までの閉鎖した出口ダクトが形成
され、前記口部の外側において、初めて外側からの新気が排気ガスと接触しうる。それに
より、新気は、いわゆる戻り脈動によって、マフラの内側の周囲の板面と同様に、触媒要
素の過熱面（「ホットスポット」）と接触することが有効に防がれる。
【００１０】
さらに、排気ガスが、出口ダクトを形成する、二方向に向けられた迷路を通過させられて
いるので、この排気ガスは、ダクトの口部においていかなる炎も発生するのを防ぐほど十
分に冷却されるであろう。これにより、特に良好に冷却するように、迷路がマフラハウジ
ングの外側に配置されることが有利である。
【００１１】
出口ダクトの対向する両方の部分は、本質的に等しい大きさの断面積、すなわち、下流部
分の領域は、上流部分の５０～２００％、好ましくは７０～１５０％を示す。これにより
、方向の変更の結果として形成される湾曲部にわたっていかなる大きな圧力差も生じない
であろう。それにより、排気ガスが口部から出る時まで、かなりの背圧が非常に高く維持
される。
【００１２】
排気ガスによってもたらされる火の粉を拘束するために、火の粉止めスクリーンをマフラ
の内側出口と出口ダクトの間に配置させることができる。火の粉止めスクリーンは、出口
ダクト内、又はまさに排気出口において配置することができる。それにより、火の粉止め
と出口迷路の組合わせが実現され、火の粉と炎の両方を満足になくす。
【００１３】
出口ダクトは、好ましくは、マフラハウジングの外壁と平行に配向されている。この配向
は、出口ダクトの機能と同様に空間の点で有利である。出口ダクトがマフラの外側と同じ
高さに位置決めされているという点で冷却性を改良することができる。さらに、第一部分
がマフラハウジングに沿って配向されているので、排気ガスが第一部分に到達する時すで
に、流れ方向が比較的に大きく変更するであろう。それにより、第一部分と第二部分の間
の方向の変更がより一層有効になる。同じ理由で、ハウジングから数えて第一の部分の外
側に第二部分が位置決めされ、これらの部分が互いの外側に位置することが特に好ましい
。
【００１４】
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好適な実施例によれば、第一部分は、内側出口に位置決めされた端ゲーブルと、これから
一定距離で位置決めされた穴とを有する湾曲した第一の延長バッフル（ダクト）からなり
、第二部分は、前記穴に位置する端ゲーブルと、第一バッフルに沿って位置する口部とを
有する第二の湾曲バッフルからなる。第二部分は、前記第一バッフルと前記第二バッフル
の間において形成される空間部からなる。このように形成された迷路は、満足に機能する
ことが見出されており、両方の部分を容易にマフラハウジングにきつく取り付けることが
できる。最適な出口迷路を実現するように、湾曲及び長さを考慮して、両方のバッフルを
容易に適合することができる。
【００１５】
隆起部を第一バッフル上、すなわち、前記口部の外側に配置することができ、口部から解
放された排気ガスは、隆起部によって広げられる。流出する排気ガスが広げられることに
より、まだ比較的に熱い排気ガスは、高温で一つの流れに追従することが防がれる。排気
流れが比較的に大量の大気と接触させられるので、広げられた排気流れは、簡単により速
く冷却されるであろう。
【００１６】
出口ダクトは、特に好適な実施例によれば、好ましくはエンジンの気筒の横断方向に配向
されている。
【００１７】
本発明の好適な実施例は、添付図面を参照して例示目的で以下においてより詳細に記載さ
れる。
【００１８】
好適な実施例の説明
図１において分解図で示される触媒式マフラは、それ自体は公知のタイプであるが、本発
明の実施例の出口ダクトを備えている。マフラは、好ましくは薄い金属シート又は類似の
特徴を有する別の材料でつくられたハウジング１と蓋２からなるハウジング１、２を備え
ている。ハウジング１は、エンジンシリンダ（図示せず）の排気出口に取り付けられるこ
とが意図されており、それゆえ、入口３を有し、その一方で、蓋２は、触媒式コンバータ
によって浄化される排気ガス用の内側出口４を有する。距離要素５ａ～ｃは、ハウジング
１と蓋２の間に配置されており、蓋２においてその目的で構成された穴６ａ～ｃを通して
貫通し、かつ穴７ａ～ｃ周りのハウジング１の後壁に対して支持することが意図されてい
る。
【００１９】
穴１２を有する環状領域１１を有する中間壁１０がハウジング１と蓋２の間に配置されて
おり、環状触媒式コンバータ要素１３は、穴の設けられたリング状カバー要素１４によっ
て中間壁に取り付けられることが意図されている。中間壁１０は、距離要素５ａ～ｃによ
って貫通させることが意図されている、比較的に大きな三つの穴も有する。
【００２０】
蓋２の外側には、互いに反対向きの二つの部分で構成される、「迷路」１７、１８の形態
の出口ダクトが配置されている。示している例では、各部分は、湾曲した仕切り部材１７
、１８、又は板材からなるバッフルによって分離されている。これは以下により詳細に説
明する。蓋２と迷路１７、１８の間には、公知のタイプの火の粉止めスクリーン１９が取
り付け手段２０によって配置されている。
【００２１】
図１の触媒式マフラは、以下の方法で取り付けることができる。
【００２２】
最初に触媒要素１３が中間壁１０上に配置され、次にカバー要素１４が中間壁１０に取り
付けられる。リング状カバー要素１４は、好ましくは中間壁１０と同様に板状材料でつく
られ、触媒要素１３を中間に配置して中間壁１０に半田付け又は溶接されうる。以後、触
媒要素と共に中間壁１０をハウジング内に配置することができ、この中間壁１０は、ハウ
ジング１周りで延びている係止部２１に対して支持する。
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【００２３】
蓋２において、迷路１７、１８の一部が半田付け又はスポット溶接され、出口ダクトが形
成される。迷路１７、１８の一端において、好ましくは蓋からの内側出口４に関連して開
口が残されるべきであり、火の粉止めスクリーン１９がこの開口内に挿入されてネジ等で
取り付けられうる。この設計により、火の粉止めスクリーンを必要に応じて容易に交換す
ることができる、又は望まれるならば分解することができる。
【００２４】
ここで、迷路１７、１８を有する蓋２を、ハウジング１に、すなわち、中間壁１０の上方
に配置することができる。それにより、中間壁１０は、ハウジング１と蓋２の間で留めら
れ、次いで、例えば、溶接又は半田付けなどの適切な方法で固定される。次に、距離要素
５ａ～ｃは、蓋２の穴６ａ～ｃを通して挿入され、距離要素５ａ～ｃがハウジング１の内
壁１ａに対して止まる位置において共に溶接される。これら距離要素５ａ～ｃは、長手方
向の圧力に対して耐性がある金属スリーブで好ましくは作られている。それにより、これ
ら距離要素５ａ～ｃは、貫通している取り付け手段２２ａ～ｃによってエンジン気筒へマ
フラを取り付けるために使用することができる。
【００２５】
図２において、出口ダクトの迷路を形成する湾曲したバッフル１７、１８が倒置した図で
示されており、この図において、図２～５において参照番号３０及び３１で示されている
ダクト部分が形成される方法がより明白になる。第一バッフル１７は、延長形状であり、
端壁３２によってシールされた一方の短い側面を有し、他の短い側面において穴３３を有
する。バッフルの短い両側面の間の位置において、湾曲がこの位置において比較的に高い
ので、隆起部３４が形成されている。さらに、バッフルを固定することができるように、
バッフル全体周りにおいて、フランジ部３５がマフラハウジングの外側へ簡単に延びてい
る。他のバッフル１８は、比較的に短くいくらか比較的に高い湾曲部を有するが、第一バ
ッフルと同様に、端壁３６と穴３７を有する。さらに、バッフル１８は、第一バッフル１
７の上方に取り付けられ、第一バッフル１７の穴３３の外側のいくらかの距離に配置され
た端壁３６を有し、隆起部３４と穴３３の間に位置する穴３７を有する。図３～５に示す
ように、バッフルはこの位置に取り付けられている。
【００２６】
前述の出口ダクトの第一部分３０は、マフラの蓋２と第一バッフル１７の湾曲した内面と
によって形成され、ダクトの他の部分３１は、それぞれの湾曲部によって形成されたバッ
フル間の空間部からなる。第二バッフル１８の端壁３６が第一バッフル１７の穴３３の外
側の一定距離に位置することによって、二つの部分３０、３１を接続する湾曲部３８が形
成される。第二部分３１は、ほぼＵ字形状断面を有する口部３９で終わっている。出口ダ
クトの範囲は、図４に最も明確に示されている。
【００２７】
その結果、図５に示すように、第一部分３０は本質的に矩形の断面を有し、その一方で、
第二部分３１は本質的にＵ字形状の断面を有する。本発明の特徴は、両部分３０、３１は
、異なる断面形状にも関わらず、本質的に等しい大きさの断面積を有するということであ
る。
【００２８】
操作中、浄化されていない排気ガスは、エンジン気筒の出口から、ハウジング１と中間壁
１０の間に位置するマフラの第一室内に導かれ、カバー要素１４と中間壁１０の穴を通し
て触媒要素１３を通過させられる。それにより、このように浄化された非常に熱い排気ガ
スは、中間壁１０と蓋２の間に位置するマフラの第二室内へ導かれ、出口４を通って出る
。適用可能な場合には、排気ガスは、追従する可能性のある火の粉を拘束しうる火の粉止
めスクリーン１９を通過し、以後、排気ガスは、本発明による出口ダクト１７、１８に到
達する。
【００２９】
ここで、排気ガスは、図４に示すように、第一部分３０に沿って第一の方向Ａに追従し、
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最後に口部３９を通って出る。この口部３９の外側において、排気ガスは隆起部３４に向
けて流れ、次いで、排気ガスが広がる。
【００３０】
前述の実施例を添付した特許請求の範囲内で異なる多くの方法で修正することができる、
例えば、図示したマフラは、ハウジングの異なる形状及び設計、ありうる触媒要素及び排
気ガスの流路の位置を含む多数の考えられうる変形例の中のただ一つであるということは
当業者に明らかである。
【００３１】
さらに、対向して向けられた二つの部分３０、３１を有する出口ダクトは、異なる多数の
方法で実施されうる。例えば、これらの部分３０、３１は、互いの外側にある代わりに、
並列して配置しうる、又は、ここで図示した形状以外の別の形状を有してもよい。出口ダ
クトは、ハウジングの外側に関して完全に又は部分的に沈んでいてもよい、例えば、第一
部分は、ハウジングの外側の沈んだ部分とカバー板の間で形成されうる。あるいは、一つ
又は二つの内側板が、第一部分３０と、あるいは、ハウジングと共に出口ダクトの第二部
分３１を形成することができる。これにより、排気ガスの冷却性はより少ないであろう。
さらに、マフラは、マフラの一つ又はいくつかの側面上において一つ又はいくつかの排気
出口を有しうる。排気出口は、相互に異なるタイプとすることもできる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の実施例の出口ダクトを備えた触媒式マフラの分解図を示す。
【図２】　分解図の図１の出口ダクトの部分を下から示す。
【図３】　組み立てられた状態の図１及び２による出口ダクトを示す。
【図４】　図３の線IV－IV断面の出口ダクトを示す。
【図５】　図３の線Ｖ－Ｖ断面の出口ダクトを示す。

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】
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